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こんにちは！ 

日本聖公会東京教区、教区中高生会中高生キャンプ準備会です。 

本資料は、2018年度中高生世代キャンプの詳細資料となります。 

キャンプに参加検討中の方、保護者の方、参加される方は、 

是非こちらの資料をお読み下さい。 

本資料は、キャンプ終了まで必要となる情報が記載されております。 

キャンプ終了まで大切に保管して頂きますようお願いします。 
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概要 
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今年度タイムテーブル（予定） 
 

＜過去のキャンプについて＞ 
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お申込の流れ 

主 催 
教区中高生会『中高生キャンプ準備会』 

東京教区信仰と生活委員会 / 聖アンデレ主教座聖堂 
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 中高生世代キャンプとは？ 

これまでの学校教育では、人間形成の過程、『生きていく力』の養成に必要なものとして、「知識」、

「技能」、「態度」の修得が必須とされてきました。しかし、近年はこれらに加え、「体験」というものが重視

されるようになっています。地域社会や人びとの生きる現場も「学びの場」として捉え、そこに「出掛けて

往く」ことが教育カリキュラムの主流となりつつあります。キリスト教会が長い間、行ってきた若い人たちを

対象としたキャンプは、そうした「体験型学習」の先取りだったと云えます。他者との新しい出会いを経験

し、自分の知らない価値観やモノの見つめ方があることに気づいたり、他者との関わりを結ぶことの難しさ

に悩んだり、みんなで問題解決の糸口を探したり････ それらの体験を、これからの人生を渉っていく上

での、大切な宝物の一つとして届けること、それがどんなに時代が変容しても変わらずに、わたしたちがキ

ャンプの目的としていることです。 

 

 中高生キャンプ準備会とは？ 
「青年による中高生世代キャンプを東京教区の夏の恒例行事にする事」、 

「長く続けられる活動にする事」この２つを目標に 2012 年９月より東京教区の青年有志により発足。その後、

東京教区信仰と生活委員会・聖アンデレ主教座聖堂よりバックアップを受け、教区の団体となる。本年度からは

新たに立ち上がった教区中高生会の活動の柱として活動中。 

 

 キャンプの特徴 

私たちは、3 つの事を大切に中高生世代キャンプの企画、運営を行っています。キャンプでは、スタッフのリード

で行う様々なメインプログラムを中心に、食事や礼拝の時間など随所で役割を分担し、その場所に集った全員で

キャンプを作っていきます。 

① テーマ 

 毎年集まったスタッフで、秋から時間をかけてキャンプテーマを決めます。そして、準備段階からキャンプの細部

まで、全てこのテーマを軸に構成します。  

② “タテ”ではない関係 

 青年であるスタッフとキャンパーとの距離感、学校のような”縦”ではない関係をとても大切にしていて、それら

が活かされる雰囲気作りを心掛けています。   

③ “その場”を大事にする 

 『キャンプ中の交わりを大切にしてほしい』『普段属しているコミュニティ、日常生活から離れ、普段の生活とは

違った環境を大切に過ごしてほしい』という思いから、携帯電話やゲーム機などの電子機器は原則キャンプに

持ち込まないというルールを設けています。 
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 組織体 
 

＜主催＞教区中高生会 中高生キャンプ準備会・・・キャンプの企画、運営  

・ 夏季に行う『中高生世代キャンプ』の企画運営、実行を担う。 

・ 主に東京教区の教会礼拝堂、諸施設に関わりのある「中高生世代」 

（学校・教会所属の有無に関わらず、18歳までの青少年）を対象とする。 

信仰と生活委員会・・・予算等、人的サポート 

・ 教区主教へチャプレンを推挙する。 

・ 委員から「中高生キャンプ担当者」を選出し、準備会へ派遣する。 

・ 担当者は、委員会と準備会の橋渡しを担う。 

・ スタッフの承認、委任を行う。 

・ 予算を確保し、その他必要な資金についての相談にのる。 

聖アンデレ主教座聖堂・・・場所の提供及び、人的サポート 

・ 東京教区のプログラムという位置付けを鑑み、キャンプ用具の保管やミーティング場所の提供をする。 

・ スタッフの研修や人的サポートに関する要請があった場合、相談に応じ協力する。  

・ 信仰と生活委員会が準備会の相談に応じられないような場合、必要に応じてあらゆるバックアップを行う。  

 スタッフ構成 
 

スタッフ 
・・・19～27歳。キャンプ企画運営の主体となる。事前準備から参加し、当日の運営まで行う。 

ベタニアのマリア 大山 純佳 立教学院諸聖徒礼拝堂 

 小幡 千花  

ペテロ 北久保 光宣 聖マーガレット教会 

エノク 小嶋 元 立教学院諸聖徒礼拝堂 

マーガレット 新妻 夏奈 聖マーガレット教会 

使徒ヨハネ 松原 雄貴 立教学院諸聖徒礼拝堂 

サポートスタッフ 
・・・19~27歳。事務を中心に会全体をサポート。メインスタッフ経験。キャンプ当日には参加しない。 

サムエル 小林 忠正 立教学院諸聖徒礼拝堂 

ドルカス 下条 あすか 聖パウロ教会 

アグネス 永井 智子 三光教会 

 山口 恵奈 立教学院諸聖徒礼拝堂 

マリア 山畑 璃奈 立教学院諸聖徒礼拝堂 

チャプレン/教区中高生世代キャンプ担当者 
・・・現役聖職。準備会が行うあらゆる活動の責任者。/教区信仰と生活委員会より派遣され、準備会と教区との連携を担当。 

ヨセフ 司祭 太田 信三 チャプレン/東京聖テモテ教会牧師 

教区中高生会チャプレン ・・・現役聖職。キャンプ当日には同行しない。 

ニコラス 司祭 中川 英樹 チャプレン/立教大学チャプレン 

2018年 5月現在 

中高生 

キャンプ 

準備会 

聖アンデレ 

主教座聖堂 

信仰と 

生活 

委員会 
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 今年度のキャンプについて 
 

テーマ 

わたしって... 

それぞれが過ごす日々の中で「わたし」とは何か考えたことはありますか？ 

今年のキャンプのテーマは「わたしって...」  

私と出会う。私を知る。私がわかる。 

人生でたった一回の夏、思いっきり遊んで、食べて、考えて、忘れられない 4日間になる。 

 

 

日 程 

2018年 8月 16日(木)～19日(日) 

 

宿泊先 

日本バイブルホーム  

〒379-1721 群馬県みなかみ町藤原 6289-14  

電話番号  0278-75-2066  

責任者    ティアニー・トマス 氏  

※詳細は、P.4 の”宿泊先について”をご覧下さい。 

 

参加費  ￥25,000 

支払方法 申込書同封の振込用紙をご利用下さい。 

支払期限 2018/7/16(月・祝) 

※詳細は、P.12 の”参加申込について”をご覧下さい。 

 

 注意事項 

・キャンプ中、キャンプ地での環境を大切にするために、以下のものは持ち込みを原則お断りしております。 

ただし、生活に不可欠な機器などがございましたら、お気軽にご相談下さい。 

【携帯電話/スマートフォン/PC/デジタルカメラ(*1)/ドライヤ(*2)/ヘアアイロン/ゲーム機器など】 

・部分参加については、お申込み前にご相談下さい。 

・キャンプ中に撮影した写真や映像は、教区内外の広報活動へ使用させて頂く場合がございます。 

 

*1…キャンプ中はスタッフが撮影を行います。  

*2…あらかじめ数台用意がございます。  
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 安全面について 

 

病気、けがの対応 

・病気やけがの状況により、スタッフが現地で判断し、対応します。 

キャンプ場周辺の病院は以下の通りです。 

 

水上医院（群馬県利根郡みなかみ町鹿野沢 196） 

月夜野病院（群馬県利根郡みなかみ町真庭 316） 

沼田利根医師会休日夜間急患診療所（群馬県沼田市上原町 1801-68） 

 

・湿布、絆創膏、消毒薬などの用意はございます。 

・頭痛、腹痛などの内服薬は用意しておりませんので、各自で常用薬をご持参下さい。 

・移動は長時間になることが予測されます。普段車酔いをしない方も、できる限り酔い止めをお持ち下さい。 

 

 

 

 保険 

 

例年同様、以下の保険に加入致します。 

 

パシフィックスター・エンタープライズ 

国内旅行傷害保険 契約タイプ:スタンダード 202 

 

 

 

 

 宿泊先について 

 

アクセス 

電車の場合  JR上越線水上駅 

        （湯の小屋行きバス約１時間 終点下車、徒歩 8分） 

車の場合   関越自動車道水上 IC より 45分 

 

 

 

 

 

 

旅行期間 3泊 4日まで 

保険料 500円 

死亡後遺障害 1,200万円 

入院保険金日額 5,000円 

通院保険金日額 3,000円 
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バイブルホーム基本情報 
 

連絡先 Tel&Fax  ：0278-75-2066 

e-mail    ：biblhome@po.kannet.ne.jp 

施  設 歴史的背景：40年前、クリスチャンが聖書を学び、祈り、交わり霊肉共に休息できる 

山の教会（宿泊、修養会施設付き）として、スイス人宣教師によって 

スタートされた。現在は米国宣教師家族が奉仕している。 

収容人数  ：70名 

宿   舎  ：和室 9／洋室 4／集会所有り／ 

風呂（24時間温泉）／チャペル（100名収容可） 

そ の 他  ：バーベキュー／キャンプファイヤー可／ 

カヌー（4人乗り 9艇）／テニスコート／体育館 

特  色 ★奥利根山中の湯の小屋温泉にあり、温泉浴と森林浴が満喫できる。 

すぐ前の利根川上流の美しい川は水遊び、釣り、泳ぎに最適。 

★宝台樹、藤原サンバードホテル、プリンスホテル水上高原の各スキー場へ車で10～20分。 

★谷川岳ロープウェー、鳩町峠（尾瀬入山口）車で 40～50分。 

★奥利根湖、奈良俣湖でカヌー、アウトドア―キャンプ可。 

★その他：ダム巡り（奈良俣、須田貝、矢木沢、藤原）、多様なハイキングコースあり。 

宿  泊 年中利用できる。教会の各種キャンプ、修養会、交わり会に最適。家族、個人でも利用可。 

1泊（2食付き）：大人\5,800 、 小中学生\4,800 、 4才以上\3,800 

※昼食\500 

※団体 30人以上各 500円引き 

団  体 宗教法人 藤原キリスト世界伝道団 

 



2018年度 東京教区中高生世代キャンプ資料 

- 6 - 

施設図  

 

 

 

 

 

 

 

 

  


